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消防団活動等表彰受賞者（敬称略）

　１月 11 日に中央公民館講堂で消防団員 202 人が参加し、
消防出初式を開催しました。
　式典では、消防団活動に貢献した個人や団体に表彰状などの
授与を行いました。受賞者を代表して、女性分団の大﨑麻奈さん
が「消防団員としての責務を果たすため、より一層訓練に精励し、
消防のために尽くす覚悟です」と心強い決意を述べられました。
　また、松永久富団長が「全国各地で地震や大雨など、自然災
害が多数発生した去年を振り返り、住民が安心して暮らせるよ
うに訓練を重ねてほしい」と訓示を述べました。

愛媛県知事表彰
功労章
女性分団分団長	 大﨑　麻奈
第10分団団員	 山内　　徹
第13分団団員	 竹本　　浩

愛媛県消防協会長表彰
功績章
第８分団分団長	 和泉　誠二
勤続章
第２分団団員	 大内　丈夫
第３分団団員	 小川　　誠
第４分団団員	 梅原　祐介
第４分団団員	 玉井　裕人
第７分団団員	 石司雄一郎
第７分団団員	 青木　　聡
第９分団団員	 久保　　徹

砥部町長表彰
（勤続３年以上）

勤続章
第12分団班長	 石田　竜司
第２分団団員	 加藤　聖人
第２分団団員	 村上　和誠
第２分団団員	 村上　知誠
第５分団団員	 木下　謙治
第６分団団員	 田村　和大
第６分団団員	 保田　勇樹
第６分団団員	 木下　正博
第７分団団員	 大東　　淳
第９分団団員	 澤田　修平
第10分団団員	 佐川　俊彦

団長表彰
第２分団
第９分団

　	総務課	危機管理室　☎（962）6110問

町消防団では消防団員を募集し
ています。18 歳以上であれば性
別や職種は問いません。
地域の安全・安心を支える一員

として、一緒に活動してみませんか。

消防団員募集中！

１年の安全・安心を願って消防出初式を開催

　女性分団は、10月に横浜市で開催される第 26回全国女性消防
操法大会に県代表として出場が決まっており、日々訓練に励んで
います。
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歯の健康「元気歯つらつコンクール」で入賞
愛媛県、愛媛県歯科医師会が共催で実施している「元気歯

つらつコンクール」で、山口秀男さん（向南台）、野中梶子
さん（北川毛）、松岡悟さん（南ヶ丘）が入賞されました。

入賞されたみなさんは、毎日の歯みがきに歯間ブラシやフ
ロスなどの道具を使っていたり、定期的な歯科受診を継続さ
れていました。また、子どものころからいりこなどの硬いも
のをよく噛んで食べていたそうです。

日ごろの歯みがきなどのお手入れに加えて、歯科医院での
検診、専門的なケアをすることで、健やかなお口を保つこと
につながります。80 歳になっても使える歯が 20 本以上ある
生活を目指して、むし歯予防・歯周病予防を心がけましょう。

※左上　山口秀男さん
　右上　野中梶子さん
　左下　松岡　悟さん

林野庁長官賞を受賞

砥部歴史探訪を開催
　７年目となる砥部歴史探訪は、今年も延べ 58 人の参加がありました。

第１回  
総津ししまい体験

第２回 
民話でたどる小さな旅～宮内地区～

第３回 
窯跡からみる砥部焼の歴史

小学生とその保護者が参加し、
総津獅子舞を体験しました。説明を
聞き、舞いの映像を見た後、実際に
使われている太鼓を叩いたり、獅子
舞の中に入ってみたりしました。

段ボールの側面に自分で絵を描
きオリジナルの獅子頭も作り、楽
しく獅子舞を体感しました。

講師の方も含めて進めてきた砥
部焼の研究に基づき、近世から現代
までの砥部焼の歴史を学びました。

講師が行っている窯跡調査の成
果を踏まえて、各時代の窯の構造
や規模が紹介され、窯跡の歴史的
な価値に光を当てました。

宮内地区の名前の由来や昔の話、
民話を講師が解説し、紙芝居を用
いた「馬取渕のエンコ」の朗読や、

「カワウソとおじいさん」の寸劇を
行い会場を沸かせました。

参加者はお話を通して、地域の歴
史を直接感じることができました。

長谷川町子美術館の協力を得て林野庁が「みどりの感謝
祭」の併催行事として開催している「サザエさん一家の“も
りのわ”話 吹き出しコンテスト」において、秋本康富さん

（高尾田）が林野庁長官賞を受賞されました。
本コンテストは、森林資源の循環利用の大切さについ

て、国民に考えていただくために昨年度から行っている
ものです。

受賞に際し秋本さんは「木育を通じて木を伐って使うこ
との大切さを広めていきたい」と思いを語ってくれました。
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自主防災組織の防災資機材整備
（一財）自治総合センターの宝くじ受託事業収入を財

源としたコミュニティ助成事業により、南ヶ丘自主防
災組織に投光器等の防災資機材を整備しました。今後
の地域防災力の向上に活用します。

親子食育クッキングを開催
　12 月 1 日と 22 日に保健センターで「親子食育クッ
キング」を行い、12 組の親子が参加しました。５つの
基本味（五味）である甘味、塩味、酸味、苦味、うま味
を味付けした飲み物の飲み比べ体験などを通して味覚
やよく噛んで食べることの大切さについて学びました。
　また、子どもたちは、保護者や食生活改善推進協議会の
サポートを受けて、楽しそうに料理に取り組みました。

令和７年度国民健康保険税率について答申
12 月５日に砥部町国民健康保険運営協議会の田中昭

子会長から町長へ答申書が提出されました。
町長から令和７年度国民健康保険税率についての諮

問を受け、国民健康保険運営協議会を３回開催して審
議した結果、協議会委員全員の賛同を得て令和７年度国
民健康保険税率の改定案が答申されました。

運営協議会の協議事項と会議録は、町ホームページに
掲載しています。

第２回ファミサポ交流会を開催
　12 月８日にファミサポ交流会 「大切にしよう～ママ
の自分時間　楽しもう～親子時間」を開催し、大人 23
人、子ども 17 人が参加しました。
　大人のためのお話会では、愛、命、絆を感じる 9 つ
のお話を音楽と共に聞き、「日々の孤独な子育ての中で、
とても心が温かく軽くなった」「今は大変だけど、幸せ
な時間を自分は過ごしているのだと実感した」「涙を流
してデトックスされた」との声が聞かれ、後半は親子
でミュージックパネル、リトミック、クリスマスベル
作りを楽しみました。

※この事業は、地域社会の健全な発展と住
民福祉の向上に寄与するため、宝くじの助
成金で整備したものです。
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ソフトボール大会を開催
　11 月 24 日に陶街道ゆとり公園を主会場として第 64 回砥部町ソフトボール大会を開催し、町内 21 地
区から 24 チーム（１部：８チーム、２部：８チーム、３部：８チーム　計 384 人）が参加し、晴天の下、
熱戦が繰り広げられました。

１ ２

１部
  優　勝　宮内（写真１）
  準優勝　天神
  ３　位　北川毛Ａ
  　　　　拾町・重光

２部
  優　勝　あかがね（写真２）
  準優勝　上野
  ３　位　大畑
  　　　　戎

３

３部
  優　勝　南ヶ丘・南ヶ丘北（写真３）
  準優勝　上南台・向南台
  ３　位　大谷
  　　　　岩谷口

テニス大会を開催

北川毛の皆さん 　12 月８日に陶街道ゆとり公園で第 24 回砥部町テニス大会
を開催し、11 地区から 17 チーム（約 130 人）の参加があ
りました。
　地域の方も応援にかけつけ、熱戦が繰り広げられ、熱戦の
末に北川毛が優勝を果たしました。
　成績は以下のとおりです。

混合の部
  優　勝　北川毛
  準優勝　上野・原町Ｂ
  ３　位　向南台・上南台Ａ、宮内Ａ

第 5回「家族のきずなエッセイ」表彰
12 月 8 日に中央公民館で愛媛砥部モラロジー事務

所主催第 5 回「家族のきずなエッセイ」の表彰式が行
われました。町内の小・中学校から寄せられた 406
点の作品の中から、入賞作品 5 点、入選作品 25 点が
選ばれ、表彰されました。

入賞作品・入選作品が掲載された作品集は砥部町立
図書館で自由に閲覧できます。

また、2 月 15 日～ 2 月 24 日の間、文化会館ロビー
にて作品の展示を行います。

入賞者

砥部町長賞 小さな警察官 松下　花奈さん
砥部町教育長賞 100 さいのひいじいじ 十亀　羽暖さん　
砥部町 PTA 連合会賞 本当は感謝しているよ 髙橋結衣子さん
モラロジー道徳教育財団賞 家族の大切さが分かった時 得居　希心さん
愛媛県モラロジー協議会賞 かぞくとのきずな 若林　大翔さん　
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交通災害共済加入の受け付けを開始お知らせ

　県市町総合事務組合の「交通災害共済」は、最高100万円の見舞金が受け取れる、身近で手軽な公的
共済制度です。令和7年度加入の受け付けを開始しますので、万が一の事故に備え、ぜひご加入ください。
掛金（年額）
　 ●一般　１人 700円
　 ●中学生以下　１人 300円
共済期間　４月１日～翌年３月 31日
　　　　　※期間途中で加入する場合は、掛け金を納めた日の翌日からの適用となります。
　 町に住民登録している人
※加入者の被扶養者で町外に居住している人も加入できます。

　 会計課か町内の金融機関で、申込書兼納付書により掛け金をお支払いください。
※申込書兼納付書は総務課で発行しますので、加入を希望する人はお問い合わせください。
　令和 6年度に加入されている方は、申込書兼納付書を２月上旬に郵送します。

対

申

３月１日から７日まで、春季全国火災予防運動を実施します。

2024 年度全国統一防火標語

『守りたい　未来があるから
火の用心』

春は乾燥が続くうえに、風が強いので、１年の
うちでもっとも火災が増える季節です。
暖房器具が必要な寒い日がまだまだ続きます。

就寝時や家を出るときは、消し忘れのチェックを
確実に行い、火災予防に努めましょう。

火災から大切なものを守りましょうお知らせ

今回のフェスタでは管内の消防署で保有す
る車両の展示を予定しています。その他にも
様々な体験ができるブースを用意しています。
この機会に家族で参加し、防災について考え

てみましょう。

　 砥部消防署場
　 3 月 2日日　10：00～ 14：00日

「砥部町消防・救急フェスタ」を  
開催します。

　 総務課 危機管理室　☎（962）6110問

　 砥部消防署　☎（962）2119
広田出張所　☎（969）2121

問

町功労賞・優秀賞を受賞
　1月６日に開催された町年賀交歓会において、
町功労賞・優秀賞を受賞されました。（順不同）
　功労賞は、本町の公益の増進に寄与され、町政
の振興発展にご尽力をいただいた方々を表彰し、
優秀賞は、大会やコンクール等において優秀な成
績を収められた方々を表彰するものです。

優秀賞　中島  光琉さん
（バドミントンで全国大会出場）

功労賞　佐野  淳子さん
（農業振興）

功労賞　久保  徹さん
（農業振興）

優秀賞　井門  凜さん
（弓道で国民スポーツ大会出場）

優秀賞　髙須賀  蓮さん
（サッカーで国民スポーツ大会出場）

優秀賞　菅  範十さん
（サッカーで国民スポーツ大会出場）
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住民税非課税世帯物価高騰支援給付金お知らせ

政府は、経済対策として「住民税非課税世帯への１世帯あたり
３万円の給付（子ども加算２万円）」を閣議決定し、補正予算が
成立しました。
町では事業を実施するにあたり、国の通知に基づき、準備を進

めているところです。給付金の支給時期など詳細が決まりましたら、
ホームページや広報とべなどでお知らせしますので、しばらく
お待ちください。

　 介護福祉課 社会福祉係　☎（962）7255問

　AED（自動体外式除細動器）は、心臓がけいれん
し十分な血液を全身に送ることができない状態の
患者に、電気ショックを与えることにより、正常
な状態に戻す機器のことです。
　町内のAEDの設置場所は、公共施設に38箇所
設置しているほか、多くの民間施設に設置されて
います。もしもの時に備え、AED設置場所をご確
認ください。

　消防署では、AEDの取扱いをはじめ、各種応急
手当の講習会を実施しています。
職場や各種団体、グループな

ど原則５人以上で申し込みの上、
ぜひ受講してください。

　 総務課 危機管理室　☎（962）6110
　 伊予消防等事務組合 砥部消防署　☎（962）2119
問
申

応急手当講習会を実施しています

AED（自動体外式除細動器）の設置場所をご存知ですかお知らせ

町HP
AED設置場所

指定緊急避難場所・指定避難所の変更お知らせ

宮内保育所の閉所に伴い、緊急避難場所及び避難所の指定を取り消しました。
また、一部指定緊急避難場所の名称等が変更となりました。
砥部町総合防災マップの 15ページ「避難所等一覧」が変更となりますので、ご確認をお願いします。

変更前

宮内保育所
「指定緊急避難場所・指定避難所」

玉谷町民体育館（グラウンド）玉谷 663番地
「指定緊急避難場所」

旧高市小学校（グラウンド）高市 1105番地
「指定緊急避難場所」

全国AED
マップ

伊予消防等事務
組合HP

救急講習申込

町HP
応急手当講習会

変更後

宮内保育所閉所に伴い、「指定緊急避難場所・
指定避難所」では無くなりました。

旧玉谷小学校グラウンド（玉谷 670番地）
「指定緊急避難場所」

高市町民グラウンド（高市 1105番地）
「指定緊急避難場所」
※名称変更で場所は変わりません。

給付金を装った不審な電話・
メールが発生しています。
振り込め詐欺や個人情報の
搾取にご注意ください。

　 総務課 危機管理室　☎（962）6110問

町総合防災
マップは
こちらから

町からのお知らせ

日 日時 場 場所 内 内容 対 対象 定 定員
￥ 参加費 申 申し込み 問 問い合わせ持 持ち物
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児童手当制度改正に伴う書類の提出子ども

　児童手当制度が令和6年10月に改正され、対象年齢の引き上げや、手当額の変更などが行われました。
それに伴い、条件に該当する方は受給開始や多子加算を受けるために書類の提出が必要です。
　書類を未提出の方は、令和 7年 3月 31日月までに子育て支援課へ提出してください。
　（４月以降に提出する場合、手当額が変更されるのは提出日の翌月分からとなります。）

書類の提出が必要な方
　①認定請求書が必要な方
　・所得により児童手当を受給できなかった方
　・中学校修了後の児童のみを養育している方
　②額改定のための書類が必要な方
　・別居の児童を養育している方
　　（令和 6年 6月以降に「別居監護申立書」を提出済みの方は不要）
　・22歳到達後最初の3月31日を迎えるまでの子が3人以上おり、かつ18歳到達後最初の3月31日
　　翌日～ 22歳到達後最初の 3月 31日の子がいる場合（受給者が生計費を全く負担していない子を除く）

詳しくは
HPを

ご覧ください

　 子育て支援課 子ども福祉係　☎（962）6299問

民生児童委員がご自宅を訪問し、健康状態やご
家族の連絡先などをお尋ねする調査があります。
調査へのご理解とご協力をお願いします。

在宅生活福祉調査
要支援高齢者を把握し、災害などの緊急時の連
絡や在宅福祉事業に役立てるための調査
調査の時期　２月～３月頃
　  65 歳以上（昭和34年12月31日までに生まれた
方）で、①・②のいずれかに該当する方
①一人暮らしの方
②高齢者のみの世帯の方

　 介護福祉課 高齢者福祉係　☎（962）7255

基本チェックリスト調査
　高齢者の健康状態を確認する調査
調査の時期　２月～３月頃
　 麻生・広田小校区の高齢者のみの世帯の方
　 介護福祉課 地域包括支援センター係
☎（962）6118

対

問

対

問

民生児童委員が高齢者のお宅を
訪問しますお知らせ

認知症サポーター養成講座を今までに受講した
ことがある方などを対象に、ステップアップ講座を
開催します。この講座は認知症の人やその家族の
「やりたいこと」「支援してほしいこと」
をボランティアとして、一緒にかなえる活動に活か
していただくための講座です。ぜひご参加ください。
　 ２月 20 日木 14時～ 16時
　 老人福祉センター２階（大南 719番地）
　 「久万高原町におけるチームオレンジの取り組み」
講師　久万高原町地域包括支援センター
　　　支援相談員　佐々木  将史  氏

日
場
内

認知症サポーターステップ
アップ講座を開催しますお知らせ

　 認知症サポーター養成講座を受講したことがある方
チームオレンジとしてボランティア活動を考えている方

　 30 人　　 無料
　  ２月17日月までに電話またはメールでお申し
込みください。

　 介護福祉課 地域包括支援センター係
☎（962）6118
　 050kaigo@town.tobe.ehime.jp

※ お車でお越しの方は砥部焼伝統産業会館第２駐
車場をご利用下さい。

対

定 ¥
申

問

チームオレンジとは？
近隣の認知症サポーターがチームを組み、認知症の人や家族
に対する生活面の早期からの支援などを行う取り組みです。
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　 ２月 18日火から各児童館で申し込みを受け付けます。
受付時間：10時～ 17時（月曜日・祝日を除く）

　 砥部児童館　岩谷口 115　☎（962）2868
麻生児童館　原町 249（総合福祉センターはらまち内）　☎（958）5187

申

問

統計調査員とは、国や県の統計調査で調査対象となったご家庭や事業所などと直接やりと
りをする方です。国勢調査、労働力調査、経済センサスなど、毎年いくつかの調査が予定さ
れていて登録者に仕事のご案内をしています。ほとんどの調査が約２か月間の任命期間で、
その中でも都合のよい日や時間帯（月に 10日程度）で活動することができます。
シニア世代、子育て世代の方が活躍中です。

　 調査票の配布、回収、点検、整理事務など
※統計調査の種類や調査活動日数などによって定められた報酬があります。

　 町内在住の 18歳以上 70歳未満の方（登録には一定の基準があります。）

内

対

児童館でクラブ活動に参加しませんか子ども

児童館では、親子で楽しめるクラブ活動を開催しています。遊びを通して親子で楽しくふれあいませんか。
保護者同士の交流や情報交換もできます。お気軽にご参加ください。
※クラブは重複して申し込みできません。ご注意ください。

場所 クラブ名 活動曜日 対象者

砥部児童館

ぴぃちゃん学校 水 令和７年度に２～３歳になる幼児とその保護者

ぴぃちゃん広場 木 令和７年度に０～１歳になる幼児とその保護者

かぁちゃん学校 金 来館できる方（活動中託児あり）※随時募集

麻生児童館
さんさんクラブ 木 令和２年４月２日から令和５年４月１日生まれの幼児とその保護者

にこにこクラブ 金 令和５年４月２日から令和６年４月１日生まれの幼児とその保護者

国民年金保険料は口座振替で前納するとお得ですお知らせ

　国民年金保険料は、現金納付より口座振替による前納の方が、割引額が多いためお得です。

　 保険健康課 保険年金係　☎（962）7057
松山西年金事務所　☎（925）5105【自動音声案内】

問

納付した国民年金保険料は、
社会保険料控除の対象です。前納の種類 前納期間

割引額
口座振替 現金納付

２年前納 ４月～翌々年３月 16,590 円 15,290 円
１年前納 ４月～翌年３月 4,270 円 3,620 円

６カ月前納
４月～９月

1,160 円 830円
10月～翌年３月

※２年前納の場合は所得税の確定
申告の際、全額を納めた年に控除
を受けるか、各年分の保険料に相
当する額を３年にわたり控除を受
けるか選択することができます。

総務省統計局
イメージ
キャラクター

※令和６年度国民年金保険料額による割引額です。

※活動時間はいずれも 10：00～ 11：30です。

統計調査員として登録していただける方を募集募集

　 　 地域振興課 広報統計係　☎（962）7250申 問

詳しくは
HPを

ご覧ください

詳しくは
日本年金機構
HPを

ご覧ください
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　 2 月 19日水 13時 30分～ 15時 30分
　 中央公民館３階  学習室
　 小物（フェルトバック）作りなど
講師：伊達  良子氏

　 町内在住で介護をしている方
在宅介護に関心がある方など

　 20 人程度
　 無料
　  ２月 14 日金までに、電話、FAX またはメー
ルで申し込んでください。

　 社会福祉協議会
☎（962）7100　 （962）7186
　 info@tobe-shakyo.jp

日
場
内

対

定
¥
申

問
FAX

家族介護者交流会の参加者募集募集

在宅で介護に携わっている方、在宅介護に関心が
ある方など、どなたでも参加できます。
小物（フェルトバック）作りをしながら、日ごろ
思っていることや情報交換などしませんか？
コーヒーなどの飲み物も用意しており
ます。お気軽にご参加ください。

エコキャップ回収終了のお知らせお知らせ

　令和７年２月 28日をもってエコキャップの回収を終了します
　砥部町商工会女性部では、砥部町庁舎にエコキャップ回収ボックスを設
置してペットボトルのキャップを回収してきました。諸般の事情から、令
和７年２月28日をもって回収を終了いたします。平成22年７月から事業
を開始し、累積でポリオワクチン 4,311.7 人分の供給に加え、CO₂ 排出量
27,163.5Kg の削減に繋がりました。これまでご理解とご協力を賜り、誠に
ありがとうございました。

　 砥部町商工会女性部事務局　☎（962）2148問

　 地域振興課 広報統計係　☎（962）7250問

詳しくはHPへ

広報とべ に広告を
掲載しませんか？広告募集中

１枠あたりの掲載料 
・裏表紙下段　12,000 円 / 月
・表・裏表紙以外の下段　7,000 円 / 月

砥部の魅力を全国に発信するために
作成したマークです。申請をしてい
ただければ、無料で商品パッケージ
や団体ユニホームなどにお使いいた
だけます。

　 地域振興課 広報統計係　☎（962）7250問

砥部町ブランドマーク

仕事を辞めることなく、働きながら要介護状態
の家族の介護等をするために、介護休業法に基づく
制度が利用できます。

介護休業制度等に関する相談対応や会社とのトラ
ブル解決のための援助のお問い合わせは
　 愛媛労働局雇用環境・均等室　☎（935）5222
要介護者の生活をサポートするための相談は
　 介護福祉課 地域包括支援センター係　
☎（962）6118

問

問

介護のために仕事は辞めるしかないのか…

介護休業制度をご存じですかお知らせ

などの悩みや経験はありませんか。

病院への付き添いで
仕事を休みたい

介護のために年休を
使い切ってしまった。
他に利用できる制度が
あれば…

会社に介護
休業の申出を
したら、退職
するように
言われた


